
 

 

 

 

2 月 14 日に、札幌啓成高校主催の Hokkaido International Science Fair に参加しました。 

本校の 2 年生 3 名が英語発表部門でプレゼンテーションを行いました。 

 

北海道大学大学院に在籍する 4 名の Teaching 

Assistant（TA）の皆さんや、他の SSH 指定校の生徒

さんたちから発表についての質問を受けたり、他校の

実践発表を聞いて科学的な見識を深めたりすることが

できました。 

 

←新型コロナウイルス感染防止のため、本年度もオンラインでの実

施となりました。TA の質問に答えるため、話し合いをしています。 

 

プレゼンテーションや質疑応答が全て英語で行われるため、初めは緊張していた生徒達も、与え

られた質疑応答の時間を余すことなく活用し、自分たちの研究を TA の皆さんや他校の生徒達によ

り深く理解してもらうことができました。TA の方々の質

問に答えていくなかで自分たちの研究の問題点や今後の研

究の方向性を明確にすることもできました。 

 

ALT とプレゼンテーションについての想定問答を行いました。事前に

練習することで緊張が少し和らぎました。           → 

 

8 月と 12 月に行われた校内での中間発表会や、9 月に

行われた English Science Café での学びを今回の発表

に生かすこともできました。今後は明らかになった問題点の解決策を模索し、3 年次では更に研究

を深めて行こうと思います。 

 

～プレゼンテーションのタイトル～ 

The Method of Reusing Wood Chips（木くずの再利用方法について） 

（英語発表部門） 


